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失敗事例のタイトル  
	
 	
 	
 金属表面の水膜の流れによって生じる減肉（流れ加速型腐食） 

一次原因（材料要素）  
流れ加速型腐食（FAC） 

機種	
 	
 発電プラント、 
タービン設備（蒸気配管） 

部品  
ドレン配管の弁 

材料  
炭素鋼 

概略の寸法  
６㎝×６㎝×14 ㎝ 

損傷発生時の状況  
給水ポンプ駆動用蒸気配管に接続されているドレン配管の手動弁の弁箱から蒸気が漏洩した。外観点検を行

った結果、弁箱に小さな貫通穴が２箇所確認された。穴の大きさは、概略 1.8㎜×0.3㎜、1.0㎜×1.0㎜以下で
あった。 

調査内容とその結果  
弁箱の内面は、全域にわたり減肉しており、特に弁箱の下流側（弁座下部）が著しく減肉しており、貫通穴

が２箇所生じていた。減肉している部分の表面は滑らかで、黒色の酸化皮膜（マグネタイト）に覆われていた。	
 	
  
当該弁は、ドレントラップ下流側に設置されている。ドレントラップから排出されたドレンが減圧され、湿

分を含む高温・高圧の水蒸気が高流速で弁に流入する。 

損傷発生のシナリオ  
弁箱の下流側（弁座下部）は、蒸気流の方向変化が大きく、蒸気中に含まれる湿分が付着しやすい。そのた

め、金属表面に水膜が形成される。水膜は、蒸気流によって加速され、高速度で金属表面を流れる。水膜が高

速で流れると、母材表面を覆っている酸化皮膜の溶解反応が加速されるため、腐食が加速され、弁箱の壁面が

貫通した。（当該弁は、プラント運転開始以来、取り替えてないことから長期にわたって、徐々に進行した事象

と判断できる（データ採録者記入）。） 
 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
弁を炭素鋼からテンレス製のものに変更した。 

（テンレス鋼は、流れ加速型腐食（FAC）に対して、炭素鋼に比べ極めて優れている） 

教訓  
湿り度をもつ蒸気配管で、流れの方向が急に変わる個所（弁等）では、金属表面に水膜が形成され、かつ水

膜が蒸気流によって加速される。このような個所では、水膜による FAC を生じるので、FAC に対して優れた
特性を持つ低合金鋼やステンレス製のものを最初から使用するのが良い。 

 
備考  
流れ加速型腐食（ＦＡＣ）は一般的には単相流（水）の流れで生じる腐食である。水膜による事例はほとん

ど知られてない。しかし、湿った蒸気流の方向が急激に変わるところでは類似現象が生じる。単相流のＦＡＣ

では、表面は細かい凹凸状（鱗片状模様）となるが、本事例から判断して、水膜よるＦＡＣでは、表面は滑ら

かとなると考えて良い。 
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